
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長先生の日記④                          R８.６.２ 

 

 

 

 

信濃小中学校の挑戦！！ 
 
 
 

 信濃小中学校は、開校から１５年目を迎えています。今年も子どもたちが「明日もまた来たくなる学
校」という重点目標を掲げ、子どもたちも先生方も保護者も地域のみなさんもみんなで力を合わせた学
校づくりが行われています。 
 本日紹介したい信濃小中学校の挑戦がスタートしたのは、令和６年度の１０月でした。「職員室の環
境の変化による、教師の授業力の向上について」という研究テーマを信州大学の佐藤和紀先生からいた
だき、内田洋行、EPSONと一緒に先生方の交流が深まり、それが授業力向上に結びつくような職員室の
あり方について、先生方の意見も聞きながらリニューアルに取り組みました。そしてこの３月にそのリ
ニューアルが完成し、令和８年度がスタートしました。 
  
  
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 令和７年度の夏休みに行ったワークショップの様子です。内田洋行のみなさんが来て、「コミュニケー

ションを生む職員室のあり方」というテーマで、本校の職員室について職員で意見を出し合いました。 

いつも当たり前のように使っていた職員室ですが、「こうなったらいいな」「あれがあったらいいな」「も

っと快適な職員室にならないか」などたくさんの意見が出されました。「職員室はこうあるべき」「もう

どうしようもない」という固定概念から先生方が脱却したいという願いがこのワークショップで引き出

されることになり、リニューアルへの夢が膨らみました。 

 いよいよ令和８年度３月にリニューアルがスタートしました。それまで一人一人にあった机を最低限

必要な数に減らし、職員室の約半分をフリースペースとしました。職員室内はフリーアドレスとし、ど

こでも仕事ができる環境も合わせて整えました。足元には絨毯を敷き、特別感を出すようにしました。 

配置する家具については、内田洋行のデザイナーのみなさんと相談し、「先生方の対話が生まれる」「自

分のペースで仕事ができる」「おしゃれで気分が上がる」「まったりできる」などが実現するようなもの

を提案していただきました。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月３０日に行われたお披露

目の会には、信州大学の佐藤准

教授をはじめ、一緒にリニュー

アルに取り組んでいただいた内

田洋行、EPSONのみなさん、先生

方に参加していただき、盛大に

行うことができました。 

 

 現在フリースペースは、さまざま形で活用されています。一人一人が自分のお気に入りの場所で仕事をし

したり、学年会、教科会、教科担任者会が行われたり、ゆったりコーヒーを飲んだり、先生方の願いが実現

していると考えます。これまで場所を移動しておこなわなければならなかった小さな会議が、フリースペー

スができたことで「じゃあ後ろで」とスタートできるようになったので、これまで以上に対話が生まれてい

ます。この対話によって、子どもたちの情報が共有されたり、授業の仕方や内容が共有されたりすることで、

職員全員で子どもたちにあたたかな支援が行えたり、自分の授業を見直し、向上させたりすることができる

ようになってきていると感じています。 

 先生方のアンケートを定期的に行い、さらなる環境の向上に努めていきたいと思います。１回目のアンケ

ートでは、「明るく開放的」「たくさんの先生方と話ができそう」という前向きな感想が聞かれる中で、「ど

こで仕事をしたらいいか迷うことがある」「フリーアドレスだけれど、机に荷物がある」など戸惑いの声も

ありました。そのような声も丁寧に聞き取りながら、さらに使いやすい職員室のあり方を検討していきたい

と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フリースペースには時々楽しみがあります。それは、信濃町の教育長、北村先生のコーヒーコーナーです。 

コーヒーが大好きな北村先生がマイコーヒーメーカーセットと自慢の豆をもって学校に来校し、このフリ

ースペースで本格的なコーヒーを淹れてくださいます。休み時間になると香しいコーヒーの香りに誘われ

て、先生方が集まってきます。「おいしい！」「いい香り！」自然と先生方の肩の力が抜けていきます。ひと

時おしゃべりをして、次の授業に向かう先生方、その場に残っておしゃべりを続ける先生方、事務の先生や

庁務の先生。何気ないそんな時間が尊いなと感じます。この何気ないおしゃべりは実はとても大切で、この

おしゃべりの中から新しい企画が生まれてくることがあります。それもフリースペースの産物です。 

 放課後になると職員室から先生方の楽しそうな笑い声が聞こえてきます。私にとってはとても幸せな時

間です。先生方が元気であることが、子どもたちの元気につながります。そのためには、困った時にはいつ

もみんなで考えて、支えられる職員組織であることが必要です。そんな職員組織をつくるための「対話」が

生まれ、先生方がリラックスできる職員室づくりの挑戦が、これからも功を奏していくように、また研究テ

ーマである授業力向上にもつながっていくように、さらに育み育てていきたいと思います。 


